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として細胞膜中のイオンチャネルの開閉率の変化に基くが， イオンチ f ネルの分子的実体は未だ明らか
ではない。一方，ポリホスホイノシチド Cppl)は.生体膜iζ含まれる極微量の機能 1) ン脂質で，そのユ
ニークな物理化学的・生化学的性質故に以前から膜イオン透過の制御に，重要な役割を果すことが示
唆されてきた。本研究では，人工膜(脂質平面膜)を用いた電気生理学的手法により， PPI と膜の一価




制効果を分析し 1 個の Ca件が 2 個の K+ イオンと競合して， 1 個の lyso PPI チャネルをブロックす




わゆる聴毒性を発揮する。また AG は PPI と強い複合体を形成し，内耳の PPI 代謝を特異的に阻害する
ことが知られている。一方， lyso PPI チャネノレは AGでブロックされ， Ca+十措抗を始めとした AGによ




しかし AG の生体膜イオンチャネルに対する作用は不明な点が多い。そこで 単一チャネルの観測
が比較的容易な筋小胞体膜( SR) を人工膜に融合させ、 SR中の K+チャネノレに対する AGの作用を詳細
に分析した口 SR-K+ チャネルに対する AGの作用様式は， 1Y80 PPI チャネルの場合と類似しており，
1 分子の AG は 1 個のチャネルを電位依存的にブロックし 種々の AG の作用の強さは聴毒性の強さと
一致した。
以上の結果は， 1y80 PPI チャネルが，ある種の生体膜イオンチャネノレのよいモデルとなるだけではな









PPI が Ca2+ 濃度に依存するカチオンチャネルを形成することを明らかにした。その性質をマクロとミ
クロ(単一チャネル)の両面から調べ，チャネルの構造や Ca 2+ による抑制機構に関する分子モデルを
提供した。後半ではこのチャネルと生体膜のカチオンチャネルの類似性を検討した。アミノ配糖体は聴




これらの研究は，細胞膜のイオンチャネルの分子的実態についてのモデルを提出し，更に 1y50 PPI が
生体膜の K+ チャネルの機能の一部を担うことを示唆したものであり，博土論文として価値あるものと
認、める。
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